石川県緊急事態宣言を受け…（能美市の子どもは能美市みんなで守り切る！）　　　　　　　Ｒ３．５．１２

みんなで乗り越えよう！宮竹小学校「緊急事態宣言」

能美市立宮竹小学校　校長　　山森　久代

石川県では、９日午後、休日にもかかわらず、「緊急事態宣言」を発出しました。
「緊急事態」　①　感染された方の数　　②なぜ感染したかわからない方の数
　　③　感染された方が入院できる病院のベッドの数
④　命に係わる「重症者」の数
　この４つの数が今までで最多となり、ほかの病気の患者さんは福井県や富山県の病院にお願いしないと助けてあげられない状況になっています。（裏面：５/１２朝刊より）大変困難で深刻な状況です。
お店は休業したり閉める時間を早くしたりなど、できることを考え行動しています。
では、小学生のみなさんが「自分を・大切な方の命を守るためにできること」は何でしょう。
先生たちからのお願いは、たった一つです。どんな時でも（学校・登下校中・放課後など）
「大切な自分と周りの方の命と心を守る『考動』をしてください」

【保護者・地域の皆様へ】

いつも本当にありがとうございます。今日、全学級で以上のような確認をさせていただきました。どのクラスも真剣に聴き考えていて、日々の皆様のご理解ご支援のおかげと心より感謝いております。
可能な限りの対策をしても、病気である以上、感染の可能性は０（ゼロ）ではありません。
だからこそ、罹患された方やご家族、医療従事者など、大変な状況にある方を心から応援できる思いやりの心を育て、学校・ご家庭・地域が心を一つにして、「みやっ子の笑顔」を守っていきたいと考えます。
今後も、お子様一人一人に寄り添い、安心・安全で楽しい（学びがいのある）学校生活を充実した笑顔で過ごせるよう、できる限りの体制で努めてまいります。今後もご理解・ご協力をお願い致します。また、ご相談やお問い合わせなど、いつでもお知らせください。
１．「密」を避ける考動


　　【キーワード】


・「フィジカル（身体的）・ディスタンス」を守った「学習」「活動」「遊び」


・「メンタル（心の）・ディスタンス」を大切にする


YES！フワフワ言葉　　NO！かげぐち・仲間外し・いじめ


・換気の徹底


２．心も体も元気で笑顔を大切にする考動


　　・手洗い・消毒「ていねいに・何度でも」


　　・マスクの着用（体育や休み時間・放課後なども）：近くの人を守る効果


　　・規則正しい生活リズム


・「むずかしい」なかから、「そのかわり～ができた」など「できること」を考えるプラス思考


３．友だちやまわりの方々を大切にする考動


　　・レベルの高い「思いやり」考動　～自分だったら、どうしてほしいかな


　　・友だちの家などに入り込まない　～大切な友だちの家族を守る








これらは、すべて「仲間とともに、未来を豊かに生き抜く力」につながります。














